
こ
れ
は
『
大
洞
員
鰹』
の
誦
経
を
窮
極
の
仙
術
と
す
る
有
名
な
こ

若
し
大
洞
員
鰹
を
得
る
者
は 、

復
た
金
丹
の
道
を
須
い
ざ
る
な

り 。

之
を
讀
む
こ
と
萬
過 、

畢
れ
ば
便
ち
仙
な
り 。

『
大
洞
員
経』
の
賓
修
に
お
け
る
身
骰

は

じ

め

に

『
大
洞
員
経
』

の
賓
修
に
お
け
る
身
儒

|『
雲
笈
七
緩』
「

繹
三
十
九
章
鰹
」

を
踏
ま
え
て

（『
員
詰』
巻
五
賑
命
授）

と
ば
で
あ
る 。
『
大
洞
員
紐』
は
こ
の
よ
う
な
『
員
詰』
の
記
録
や

修
行
の
階
梯
を
強
調
す
る
内
側
の
筋
書
き
に
沿
い 、

上
清
紐
典
の
窮

極
の
経
典
と
さ
れ
た 。

そ
し
て
茅
山
の
上
消
鰹
典
が
三
洞
の
最
高
の

鰹
典
群
と
な
る
に
つ
れ 、

三
洞
全
騰
に
お
い
て
最
上
の
鰹
典
と
し
て

定
着
す
る 。
上
清
文
献
の
中
で
『
大
洞
員
鰹』
の
窮
極
性
は
守―――
―

法
や
『
黄
庭
内
景
経』
と
の
劉
比
を
中
心
に
強
調
さ
れ 、
『
黄
庭
内

景
鰹』

は
不
死
の
獲
得
に
止
ま
る
在
世
の
修
行
法 、
『
大
洞
員
罷』

は
昇
天
と
七
祖
救
演
を
圏
る
山
中
の
修
行
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

(

1
)
 

-
)

。

キ‘
従
来
の
研
究
で
『
大
洞
員
鰹』
に
お
け
る
修
行
法
の
特
徴
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
「

大
洞
廻
風
混
合
帝一
之
法」
と
い
う
高
度

(

2
)
 

化
さ
れ
た
髄
内
紳
の
存
思
法
で
あ
る 。

し
か
し 、
『
大
洞
員
経』
の

修
行
は
證
内
紳
の
存
思
と
い
う

側
面
と
共
に 、

天
界
の
存
思
と
い
う

側
面
に
も
注
目
し
て 、

は
じ
め
て
そ
の
窮
極
性
が
理
解
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
貼
に
つ
い
て 、
『
大
洞
員
経』
の
注
繹
と
さ

れ
る
『

雲
笈
七
紙』
巻
八
の
「

繹
三
十
九
章
鰹」
は
新
た
な
視
座
を

金

一
九

志

眩



と
こ
ろ 、

す
な
わ
ち
罷
典
の
別
名
・

罷
典
名
の
意
味・
紳
秘
的
な
成

れ
た
小
字
注
と
内
容
的一
致
を
み
せ
る 。

要
す
る
に
問
題
は 、
「

繹

そ
の
経
典
の
解
題
と
し
た
も
の
で
あ
る 。

鰹
典
の
解
題
に
該
嘗
す
る

勘
本）
の
鰹
文
で
は
ま
っ
た
く
見
嘗
た
ら
ず 、

と
考
え
ら
れ
る 。

と
こ
ろ
が 、

の
文
章
は
『
大

『
大
洞
員
経』
の
責
修
に
お
け
る
身
騰

典
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
と
こ
ろ
が
「

繹
三
十
九
1章
鰹」

に
つ
い
て
は 、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か 、

何
時
ご
ろ
の

(

3

)
 

も
の
で
あ
る
か 、

未
だ
定
説
と
い
え
る
も
の
が
な
い 。

本
稿
は 、
こ

の
注
繹
が
古
く
六
朝
時
代
か
ら
『
大
洞
箕
鰹』
を
讀
む
際
に
必
ず
参

照
す
べ
き
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し 、

そ
の
上

『
大
洞
員
罷』
が
ど
の
よ
う
に
讀
ま
れ
て
き
た
の
か 、

『
大
洞
員
鰹』
の
誦
紐
修
行
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ

い
て 、

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い 。

で

「
瓢――
十
九
章
経」

と
「
玉
注」

『
雲
笈
七
紙』
（
以
下
『
七
銀』
と
略
稲）
巻
八
の
「

繹
三
十
九
章
鰹」

が
『
大
洞
員
鰹』
の
注
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
が
あ

(

4
)
 

る 。
し
か
し 、
「

繹
三
十
九
章
経」
が
『
七
飯』
三
洞
罷
敦
部
の
「

鰹

繹」
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
く
つ
か
疑
問
が
生
じ
る 。
『
七
飯』

巻
八
・

巻
九
の
「

鰹
繹」
は
編
集
者
で
あ
る
張
君
房
（
十一
世
紀）
の

著
述
で
は
な
く 、

該
嘗
の
経
典
の
中
か
ら
適
切
な
部
分
を
抜
粋
し 、

そ
し
て

書
過
程•
他
授
の
系
譜
な
ど
の
記
述
を 、

他
で
も
な
く
そ
の
罷
典
の

、
、

文
章
か
ら
抜
書
き
す
る
わ
け
で
あ
る 。

例
え
ば
「

繹
洞
員
太
上
九
員

中
鰹」
の
場
合
は
「

太
上
九
員
中
鰹 。
一
名
天
上
飛
文 、
一
名
外
國

、
、
、
、

放
品」
と
始
ま
る
が 、

こ
の
文
が
『
九
員
中
継』
か
ら
の
抄
録
で
あ

る
こ
と
は
『
無
上
秘
要』
や
現
行
の
道
蔵
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
確

(

5
)
 

認
で
き
る 。

の
「

鰹
繹」
と
は
鰹
典
の
文
章
を

以
っ
て
鰹
典
を
解
説
す
る
獨
特
な
形
式
の
解
題
で
あ
り 、

啓
示
鰹
典

『
七
紙』

と
し
て
道
敦
鰹
典
の
特
性
や
そ
れ
に
劉
す
る
道
士
た
ち
の
扱
い
か
た

(

6
)
 

が
窺
え
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る 。

、
、
、
、
、

「
繹
三
十
九
章
罷」

而
下
三
十
九
道
君 、

各
著
罷一
章 。

故
日
三
十
九
章
鰹 、

乃
大
洞
之

首
也」
と
始
ま
り 、
『
大
洞
員
鰹』
（『
三
十
九
章
罷』）
に
劉
す
る
解
題

と
し
て
『
七
銀』
編
纂
期
の
『
大
洞
員
続』
か
ら
抄
録
さ
れ
た
も
の

「
繹
三
十
九
章
罷」

洞
員
罷』
の
注
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り 、

現
行
の
『
上
消
大
洞

員
罷]
（
朱
自
英
（
九
七
六 ~

1
0

二
九）
序 、
蒋
宗
瑛
（
十
三
世
紀
末）
校

鰹
文
の
傍
ら
に
施
さ

、
、
、
、

の
場
合
も
「

大
洞
員
罷
云 、

高
上
虚
皇
道
君

つ
ま
り 、

二
0



『
三
十
九
章
経』
11

鰹
文
の
性
格
の
部
分
（【
玉
罷】
【
祝
詞】）

そ
の
内
容
上
で
は 、
『
三
十
九
章
鰹』
の
注
の

性
格
を
も
ち 、
「

罷
繹」
の
引
用
の
形
式
上
で
は 、
『
三
十
九
章
鰹』

の
経
文
の
性
格
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
貼
で
「
繹
三
十

九
章
罷」
は
「

網
繹」
の
中
で
も
異
例
な
も
の
で
あ
る 。

う
よ
う
な 、

す
る
た
め
に 、
試
み
に
次
の
よ
う
な
個
説
を
立
て
て
み
た 。
す
な
わ

ち 、
「
繹
三
十
九
章
鰹」
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る

鰹
文
の
性
格
を
も
つ
部
分
と
注
の
性
格
を
も
つ
部
分

が
雨
方
入
っ
て
い
た 。
換
言
す
れ
ば 、
「
繹
三
十
九
章
紐」

内
容
的
に
は 、
『
三
十
九
章
罷
』

す
る
注
と
し
て
存
在
し 、

の
罷
文
の
性
格
を
も
つ
部
分
に
封

『
大
洞
員
経』
の
質
修
に
お
け
る
身
盟

『
三
十
九

『
三
十
九
章
罷』

ま
た
形
式
上
で
は 、

一
部
で
あ
っ
た
か
ら
『
三
十
九
章
罷』
の
「

鰹」
文
と
し
て
看
作
さ

れ
て
抜
粋
さ
れ
た
の
で
あ
る 、
と 。
こ
の
仮
説
を
簡
箪
に
園
式
化
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。＋

注
の
性
格
の
部
分（「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
抜 の

は
そ
の

（『
上
清
大
洞
員
紐』
の
語
句
と
「
繹
三
十
九
章
罷」
の
語
句
と
の
劉
應
部
分

）
に
入
れ 、
そ
の
中
「
繹
三
十
九
章

鰹」
と一
致
を
み
せ
る
も
の
ほ
傍
黙
を
付
し
た 。
な
お 、
『
上
清
大
洞
員
罷」

(

8
)
 

の
テ
キ
ス
ト

の
構
成
要
素
を
【
】
の
中
に
表
記
し
た。）

す
る）
に
は 、

語
句
に
施
さ
れ
て
い
る
小
字
注
は
（

章
経』
（
以
下
混
同
を
さ
け
る
た
め 、
『
大
洞
員
罷』
と
呼
ば
ず
こ
の
名
で
稲

に
黙
線
を
引
き 、
同
じ
丸
番
琥
を
付
し
た。
そ
し
て
『
上
清
大
洞
員
鰹』
の

清
大
洞
員
罷』
の
小
字
注
と
の
闊
係
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う 。

一
見
矛
盾
と
思
わ
れ
る
性
格
が
雨
立
す
る
こ
と
を
説
明

あ
る
鰹
典
の
注
で
あ
り
な
が
ら 、
そ
れ
自
身
が
鰹
文
で
あ
る
と
い

そ
の
上
限
年
代
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い 。

下 、

十
九
章
鰹」
が 、

書
き
す
る
と
こ
ろ 。
【
玉
注】
(
9・））

二
つ
の
部
分
の
具
髄
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が 、

「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
注
と
し
て
の
性
格
を
確
認
し
な
が
ら 、

ま
ず
『
上
清
大
洞
員
鰹』
の
第一
章
と
「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
第

一
章
を
表
に
掲
げ 、
「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
注
と
し
て
の
特
徽
と
『
上 以



9ゞ
吝'c
i
1'，
も
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『
大
洞
員
罷』
の
寅
修
に
お
け
る
身
證

『
上
清
大
洞
員
紐』
巻
二

高
止虚
皇
君
①
道

経
第一

太
微
小
童
章

（
中
略）

大
洞
玉
鰹
日、

震
光
八
暉、
混
生
萬
紳゜

玉
清
消
魔
王
況
日 、

元
素
高
上
紳
寄
玉
清
王
況
日、

〔
表
I
〕

玉
鰹】

【
道
紐
名】

【
存
員
章
名】

【
存
思
法一
】

【
存
思
法
二】

高
上
濶
元：
9
9

浣
生
九
昧
② 、
ほ

阻太元
③ 、
深

諷縄改
④ 、

玄
曾
紹
散、
四

睛撫潤
⑤ 、
瀦，
1，
ー
拿ハ
潤
噂

君醜）＇
土
景 、ー
連
衆
撮
姻 、
9
9

長
契一
運、
北
泄
投
閑 、
託
璽
麗
命、
波

嘩自
然
⑥ 、

眠
遂
流
虚、
六
曜
沈
遷 、
陵
梵
（
玉
帝
君
名）
街
暉 、
西
華
彰
安
（
白
帝
君
名） 、

併
漏
滞

箇⑦ 、
證
得
解
源、
胎
田
（
符
田）
蓬
路
（
密
慮）、
世
稜
玉
蘭、

【
後
祝
詞一
】

茎
県〈
糠．
生之
賓
（
心．）・・
⑧ 、
商
旧
阻
深，
＇（心）＇’
之
止
濫，
盆
牒
茄
Q
⑨ 、

守
我
紹
塞
之
下
戸
（
腎）、
更
受
生
牢
門
（
命
門）
之
外、

酒
又
召
溢
元，、
｀
k紳）：
ウ
溺

童⑩ 、
冽
於壕
室，＇r
LA
沖）＇’

之軒
⑪ 、

使
解
七

祖百
結、
随
風
離
根、
配
天
遷
基 、
達
菱
入
玄゚

【
後
祝
詞
二】

『
雲
笈
七
鏑』
巻
八
「
繹
三
十
九
章

経

」

高

土虞
皇
君
日
① 、

l

匹
熟
告
ぶ九
昧
之
共’'
洛
lB',,'
溢面
非
iLー
② ゜

辟沸
之
漣’
斥’
LA
lA
之

身 、
而
為
「
明
深

之氣」。
居
人
五
蔵
之
中、
慮
乎
心
華

之下9
此
至

凍

之所在iー
長

涸之所
粁
⑨ ゜
漉
淘
蹄
非之
油
渚i9
9
9

乃
閥’
口瀬
涸
汰

無」：＇’[
瀬
函汰
憮

匠渚，＇
ー
濫
騰
虚改
之
次，9_，＇
冠
瀧
素之
膿
埃
③ 。
云
溢

、
、
、

元
弱
童」、
乃
人
鼻
之
紳
也
⑩。
「
衆
風
胤
玄」、
人
鼻
之
氣
也
④。
「
四

9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

.
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

.

.
 ,
 

請
漉
四，9,．
切
瀑ぽ
は旧
止
之

閥池
！ー

嘴冷溝
漂

阻閑⑤。
又
常
敷
加
手

按。
讀
此
篇 、
捻
鼻
聞 、

力高，士
iz
ilE
座，9,＇
味
激

之混凍Iー
氣
之
凍
池

解

酒惹’’
鼻
脚

醐陣’
冽
坐
〖
遵
筐，’[
瀑
芭，
潰，＇’
隈
戻
沖

之際

池
⑪ 。
是
以’孟
滴，1,
土
漢，
這
薗
漣
衆，9,＇
洟
喫
濾運！，

波嘩頃
然」
埃

、
、
、
、
、
、
、
、

⑥ 。
「
易
有」
者 、
九
天
之
上
西
北
之
門
名
也。
若
既
登
易
有
之
門、

9

9
9
9
9
9
9
9
9

9

9
9
9
9

9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

,
'

,
 

乃凋
滉
帝，嘩
芝
濱
慮，
漱
陵

直塗漑
池，＇

森澤
幽
疇’'
潜
障’
Q']
ほ：

響，），＇
汰
湘’ー
漢
隅
幽
漠，＇

酒混
九
隠
ー

譴，而順’l＇

耳⑫ 。
[
汰’l,'
震，
生

之
漬iL','
は
公

后，池，9,＇

切，明
深
之

．所溜iー，＇
辟
呻
吟

稼棲命 。

是激
七
涸

反
生、
道
演
帝
簡
⑦ ゜

第一
章

高
上
之
旨 、

理
於
此
癸 ゜

讀
高
上
之
洞
経
既

畢 、
乃
口
祝
日、
「一
1一
藍
羅 、.,'
波
逮
豪」。ー
此
九
天
之
庫
貫，
屠四
止
之
内



除
き 、 元

氣
本
非
生 、
五
塗＇（
五
行）
承
虚
出 、
雌
雄
（
陰
陽）
寄
碑
化 、

森
羅
蓬
幽
鬱
i,'
国潜
響
汰
湘
い
漢
隅
充中
酸！999
仙
晦回
仇
髪＇99

、
、
、
、
、

百
混
同
得一
⑫ 、
易
有
盆m
北
天
門
名）
合
虚
中 、
倶
入1帝
堂
會
⑬ 。

畢 、
乃
口
微
刷
曰 、

天
上
内
昔 、
三
藍
羅 、
波
逮
嘉 。
⑭

地
上
外
昔い
天
命
長、91
人
恒
寧°,'
⑮

る
と
分
か
る
よ
う
に 、

表
の
『
上
清
大
洞
員
罷』
と
「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
①
を
蜀
照
す

「
甕――
十
九
章
鰐」
は
『
上
清
大
洞
員
鰹』

の
道
鰹
名
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
道
君
が 、
み
ず
か
ら
鰹
文
の
言
葉

を
解
説
し 、
そ
れ
を
偲
言
す
る
口
訣
の
形
式
を
と
っ
て
い
る 。
逍
君

罷
内
紳
の
存
思
法
部
分
（【
存
買
章
名】
か
ら
【
存
思
法
二】
ま
で）

【
玉
鰹】

【
玉
鰹】

表
し
た
「
高
上
之
旨 、

『
大
洞
員
鰹』
の
質
修
に
お
け
る
身
堕

【
天
上
内
昔
・

地
上
外幸日】
に
施
さ
れ

【
天
上
内
昔・
地
上
外幸日】

を

【
後
祝
詞】

て
い
る 。
特
に
「

繹
三
十
九
章
鰹」
に
お
い
て 、
⑦
の
後
に
太
字
で

、
、

理
於
此
突 。
讀
高
上
之
洞
鰹
既
畢」
が
示
す

よ
う
に 、
高
上
虚
皇
君
の
「

道
罷」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は

と
【
後
祝
詞】
を
合
せ
た
部
分
で
あ
り 、
こ
の
部
分
は
「

洞

鰹」
と
稲
さ
れ
て
い
る 。
『
上
清
大
洞
員
罷』
と
「
繹
三
十
九
章
鰹」

中 、
慮
乎
心
華
之
下」 、
そ
し
て
⑧
「
太一
隠
生
之
賓 、
人
之
心
也 。

名
也
⑭ 。
夫'「-―一
藍
羅 、99
波
逮
豪」＇
者 、，＇
於
地
上
之
昔
曰、ー「
天
命
長 、

人
常
寧」
也
⑮。
易
有
者 、
於
地
上
之
昔
曰 、
長
棗 。

に
付
し
た
丸
番
琥
を
比
較
し
て
み
れ
ば 、
「
繹
三
十
九
章
鰹」
の
丸

番
琥
の
順
番
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に 、
「
繹
三

三
十
九
章
経」
と
を
比
較
し
て
み
よ
う 。
『
上
清
大
洞
員
鰹』
の
「
玉

清
消
魔
王
祝」
の
「
天
有
大
隠
生
之
賓 、
稲
曰
明
梁
之
上
柔」
の
語

句
に
施
さ
れ
て
い
る
「

心」
と
「

辟
非
姻」
と
い
う
注
記
は 、
「
繹

三
十
九
章
鰹」
に
み
え
る
②
「
元
氣
生
於
九
天
之
上 、
名
曰
辟
非」

と
⑨
「

辟
非
之
煙 、
下
入
人
之
身 、
而
為
明
梁
之
氣 。
居
人
五
蔵
之

次
に
②
⑧
⑨
を
例
と
し
て
『
上
消
大
洞
員
罷』
の
小
字
注
と
「
繹

に
よ
る
こ
の
解
説
は
『
上
清
大
洞
員
鰹』
の
構
成
要
素
で
い
え
ば 、

三

る 。 け
た
と
い
う
よ
り 、

鰹
文
の
語
句
を
繋
げ
て
通
繹
す
る
特
徴
が
あ

十
九1章
鰹」
に
抄
録
さ
れ
た
注
繹
は
鰹
文
の
順
序
ど
お
り
に
注
を
付



「
昇」
が

「
道
君
玉
注」
で
は
「

按
道

に
抄
録
さ
れ
て
い
る
文
章
と
ほ
ぼ
完
全
な

『
大
洞
員
罷』
の
賞
修
に
お
け
る
身
堕

乃
明
梁
之
所
舘 、

辟
非
之
所
棲」
の
内
容
を
ま
と
め
た
注
記
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
小
字
注
の
多
く
は 、

三
十
九

章
に
わ
た
っ
て 、
「

繹
三
十
九
1章
罷」

に
残
存
す
る
注
と
内
容
的
に

一
致
を
み
せ
る
が 、

小
字
注
の
中
に
は
「

繹
三
十
九
章
鰹」
の
内
容

「
繹一――
十
九
章
経」
が
抄
録
で

と
考
え
ら
れ
な
い
注
記
も
み
ら
れ 、

あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も 、

小
字
注
の
す
べ
て
が
「

繹
三
十
九
章

鰹」

所
載
の
注
の
内
容
で
あ
る
と
看
作
す
こ
と
は
で
き
な
い 。
『

上

浦
大
洞
員
罷』

の
小
字
注
は
誦
鰹
に
際
し
て 、
「

繹
三
十
九
章
罷」

所
載
の
注 、

及
び
鰹
文
に
現
れ
る
證
内
紳
の
名
字
を
喚
起
し
や
す
く

(

9
)
 

す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

「
繹
三
十
九
章
鰹」

致
を
み
せ
る
の
は 、

陳
景
元
(
1

0

二
五
ー

九
四）
の
『

上
清
大
洞
員

鰹
玉
訣
昔
義』
（
以
下
『
昔
義』
と
略
瑶）

所
引
の
「

道
君
玉
注」
で
あ

る 。

例
え
ば
〔
表
I〕

の
⑬
の
文
は 、

君
玉
注
云 、

易
有
者 、

九
天
之
上
西
北
之
門
名
也 。

若
既
登
易
有
之

門 、

乃
得
升
帝
堂
之
會
室」
（『
昔
義』
高
上
虚
呈
君
逍
続
第一
「
倶
入
帝

堂
會」
條）

と
あ
り 、

「
升」

と 、
「

會」
が
「

會
室」
と

作
ら
れ
る
以
外 、

雨
文
は
完
全
に
一
致
す
る 。

ま
た
『

昔
義』
で
引

鰹」

所
載
の
注
（『
三
十
九
章
罷』
で
注
の
性
格
の
部
分）

は
同一
の
も

『
音
義』

所
引
の

「
繹
三
十
九
章
鰹」

と
同一
の
謄
裁
を
も
っ

『
大
洞
員
鰹』
の
注
で
あ
る
こ
と
は
次
の
文
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に

、
、
、

鰹
の
第
八
章
に
「
晨
燈
廣
癌
識」

と
云
う 。

按
ず
る
に
道
君
玉

注
に
云
う 、
「

晨
燈
者 、

三
元
之
豪
也」
と 。

今
二
十
章

（『二日
義』
青
精
上
盾
内
景
君
道
鰹
第
二
十
「
符
籍
晨
燈」
條）

こ
れ
に
よ
れ
ば 、
「

晨
燈」

第
二
十
章
に
は
注
解
が
な
い
と
い
う 。

一
方 、

『
大
洞
員
罷』

第
八

と
い
う

言
葉
は

(

10
)
 

章
と
第
二
十
章
の
雨
方
に
み
え
る
が 、
「

道
君
玉
注」
も
し
く
は
「
玉

注」
で
は 、

こ
の
言
葉
に
つ
い
て 、

第
八
章
に
の
み
注
解
が
あ
り 、

「
繹
三
十
九
章
鰹」

第
八
章
に
は
「

晨
燈
者 、

乃
玉
員
天
中
明
氣
之
光 、

洞
照
於一
二
元
之

豪
也」
と
あ
り
「

道
君
玉
注」
の
章
敷
と
文
章
に
一
致
し 、

ま
た
第

二
十
章
に
は
「

晨
燈」

に
閥
す
る
解
説
が
な
い
貼
に
お
い
て
も
「

道

君
玉
注」
と
同
じ
で
あ
る 。

以
上
の
よ
う
な
閥
裁
と
文
字
の
一
致
か

(

11

)
 

ら 、

「
道
君
玉
注」
（「
玉
注」）

と
「

繹
三
十
九
章

は
是
れ
此
の
義
な
ら
ん 。

乃
玉
員
天
中
有
明
魚
之
光 、

、
、

玉
注
解
せ
ず
と
雖
も 、

恐
＜

同
照
於

な
る 。

く
「

道
君
玉
注」

が

ニ
四



こ
の
『
登
員
隠
訣
』

の
文
は 、

六
世
紀
頃
の
『
大
洞
員
鰹
』

に
闘

だ
眼
見
せ
ざ
る
自
り
は 、

是
非
を
測
ら
ず 。

且
ら
く
宜
＜
繕
寓

一

本

の
と
考
え
ら
れ
る 。

ろ
う
か 。

で
は 、
「
道
君
玉
注」

も
し
く
は

そ
の

手
が
か
り
は

陳
景
元
が

登
員
隠
訣
第
二

鰹 、

今
世
中
に
雨
本
有
り 、

鰹
他
條
例
に
云
う 、

の
道
有
り
て 、

僻
旨
瑕
附
す 。

多
く
是
れ
浮
偽
な
ら
ん 。

は
唯
だ
三
十
九
章
有
る
の
み 。
．．．

 又
聞
く 、

楊
・

許
の
三
十
九

章
を
得
る
も
の
有
り 、

世
中
の
小
本
と
殊
な
ら
ず
と 。

既
に
未

し 、

以
て
品
目
を
補
う
べ
し 。

又
た
玉
注
一

巻
有
り 、

郁
ち
是

(

12
)
 

れ
略
ぼ
洞
罷
中
の
旨
を
繹
す 。

亦
た
録
す
べ
き
な
り 、

と 。

わ
る
陶
弘
景
の
記
録
で
あ
り 、

現
行
『
大
洞
員
経
』

の
諸
本
を
判
断

す
る
際
の
披
り

所
と
な
る
有
名
な
記
事
で
あ
る 。

こ
れ
に
よ
れ
ば 、

常
時
『
大
洞
員
罷
』

は
大
本
と
小
本
の
一
一
種
類
が
あ
り 、

ま
た
『
大

洞
員
経
』

の
注
解
で
あ
る
玉
注
一

巻
が
存
在
し
た
と
い
う 。

こ
こ
で

陶
弘
景
は
罷
典
の
「
品
目
」

を
補
う
た
め
に
小
本
を 、

そ
し
て
「

洞

『
大
洞
員
経』
の
質
修
に
お
け
る
身
橙

ー

は
則
ち
大
巻 、

前
に
回
風
混
合

『
登
員
隠
訣
』

の
引
用
文
の
中
に
見
つ
け
ら
れ
る 。

按
ず
る
に 、

「
玉
注」

大
洞
員

は
何
時
の
も
の
で
あ

『
昔
義
』

の
末
に

付
し
た

寅
際
に 、

「
玉
注」

二
五

隠
訣
』
に
牧
録
し
た
と
述
べ
て
い
る 。

陳
景
元
は
直
接
『
登
員
隠
訣
』

の
「

網
博
條
例」

を
見
て
そ
れ
を
『一
音
義
』

に
載
せ
て
い
る 。

そ
う

で
あ
れ
ば
彼
が
「
道
君
玉
注」 、
「
玉
注」

と
稲
し
て
い
る
の
は
『
登

員
隠
訣
』

所
牧
の
「
玉
注」
に
他
な
る
ま
い

。

現
行
の
『
登
員
隠
訣
』

は
三
巻
を
残
す
の
み
で
あ
る
が 、

宋
代
に
は
十
巻
本
の
『
員
詰
』

に

比
べ
二
倍
以
上
の
分
最
を
持
つ
二
十
五
巻
本
の
『
登
員
隠
訣
』

が
あ

(

13

)
 

っ
た
こ
と 、

そ
し
て
『
登
員
隠
訣
』

に
『
黄
庭
内
景
続
』

が
牧
録
さ

(

14

)
 

れ
て
い
た
と
い
う

記
事
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば 、

陳
景
元
が
目
に

し
た
『
登
員
隠
訣
』

に
『
大
洞
員
罷
』

や
「
玉
注」

が
牧
録
さ
れ
て

と
同
一

の

『
大
洞
員
鰹
』

の
注

で
あ
る
「

秤一――
十
九
章
鰹」
（『
三
十
九
章
経』
で
の
注
の
性
格
の
部
分）

の
年
代
は
『
登
員
隠
訣
』

の
「
玉
注」

の
時
代 、

す
な
わ
ち
六
世
紀

前
半
に
遡
る
こ
と
に
な
る 。

「
繹
三
十
九
章
鰹」

の
内
容
は
六
世
紀
末
に
完
成
さ
れ

た
『
無
上
秘
要
』

を
は
じ
め 、

諸
々
の
類
書
か
ら
確
認
さ
れ
る 。

類

書
の
性
格
上 、

語
句
の
省
略
や
文
字
の
異
同
は
避
け
ら
れ
な
い
が 、

「
道
君
玉
注」

も
し
く
は

い
た

可
能
性
は

十
分
考
え
ら
れ
る 。

以
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば 、

鰹」

の
意
味
を
だ
い
た
い
解
き
あ
か
し
て
い
る
の
で
玉
注
を
『
登
員



「
大
洞
員
経』
の
賓
修
に
お
け
る
身
骰

の
内
容
と
一
致
す
る
と
認
め
ら
れ
る
類
書
の
記

「
繹
三
十
九
章
鰹」

事
を
「

繹
三
十
九
章
鰹」
の
章
ご
と
に
振
り

分
け
て
敷
え
る
と 、

次

の
通
り

で
あ
る 。

す
な
わ
ち
「

繹
三
十
九
章
継」

の
三
十
九
章
の

内 、
『

無
上
秘
要』

か
ら
二
十
五
章 、
『
太
平
御
覧』

か
ら
二
十
四

章 、
『

上
清
道
類
事
相』

か
ら
二
十
章 、
『

三
洞
珠
嚢』

か
ら
四
章

の
記
事
が
見
つ
け
ら
れ
る 。

こ
れ
ら
の
類
書
か
ら
「

繹
三
十
九
章

継」

の
内
容
が
見
常
た
ら
な
い
の
は
第一
章 、

第
九
章 、

第
十一

章 、

第
十
八
章 、

第
二
十
九
章 、

第
三
十
章
で
あ
る 。

以
上
の
類
書
の
記
事
で
「

繹
三
十
九
章
経」
の
文
章
と
一
致
す
る

内
容
を
載
せ
る
書
名
は 、

お
お
よ
そ
『
大
洞
玉
鰹』
『
大
洞
玉
経
注』

『
大
洞
玉
鰹
三
十
九
章』
『
大
洞
玉
鰹一
二
十
九
章
注』
『
大
洞
玉
訣』

(

15
)
 

『
大
洞
玉
鰹
訣』
『
大
洞
員
鰹』
『
大
洞
鰹』
で
あ
る 。

ま
ず 、
『
大
洞

玉
鰹
注』
『
大
洞
玉
経一一
平＇
九
章
注』
『
大
洞
玉
訣』
『
大
洞
玉
鰹
訣』

の
書
名
（「
ー

注」
「
ー

訣」
型）
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は 、
「

繹
三
十
九

章
鰹」
(『
-
1一
十
九
章
紐』
の
注
の
性
格
の
部
分）

に
近
似
す
る
も
の
が

『
登
員
隠
訣』

の
「

玉
注」
一
巻
の
よ
う

に
別
行
さ
れ
た
か 、

或
い

は
一
篇
を
な
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る 。

ま
た
『
大
洞
玉
経」
『
大

洞
玉
墨
二
十
九
章』
『

洞
員
大
洞
経』
『
大
洞
員
経』

の
書
名
（「
i

部
で
は
あ
る
も
の
の、

(

18
)
 

れ
て
い
る 。

さ

引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
鰹
文
自
橙
と
看
作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り 、

「
玉
注」

に
相
嘗
す
る
も
の
が
『
大
洞
員
鰹』

こ
の
注
繹
は 、

分）
に
近
似
す
る
も
の
（「
玉
注」）
を
包
含
し
た
『
大
洞
員
罷』
の
テ

キ
ス
ト

が
存
在
し
た
こ
と
を
指
し
示
す 。
『

七
紙』

の
「

繹
三
十
九

章
継」
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
『
大
洞
員
鰹
三
十
九
章
鰹』

(

16
)
 

は
こ
の
後
者
の
類
型
に
該
常
す
る 。

こ
の
こ
と
は
前
に
立
て
た
個
説

を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う 。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と 、
「

繹一
二
十
九
章
鰹」
す
な
わ
ち
『

三

十
九
章
鰹』

じ
ら
れ 、

の
中
で
注
の
性
格
を
も
つ
部
分
は 、

罷」
型）

は 、

の

「

繹
三
十
九
章
鰹」
（『
三
十
九
章
経』
の
注
の
性
格
の
部

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

『
登
員
隠
訣』

の
一

部
と
し
て
編
入

『
七
鎖』

と
類
書
の

『
上
清
大
洞
員
鰹』

に
は
小
字
注
と
し
て
再
編
入
さ
れ
て
い
る 。

ら
に、

現
行
本
『
大
洞
玉
罷』
で
は 、

趙
守
員
の
注
の
中
で
も
大
半

(

17
)
 

が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ 、

清
代
の
『
元
始
大
洞
玉
鰹』
の
中
で
も一

の
言
葉
と
し
て
持
績
的
に
用
い
ら

「
道
君」

こ
の
よ
う
に
「

繹一
二
十
九
章
鰹」

に
残
存
す
る
注
繹

（「
玉
注」）
は 、

六
朝
時
代
か
ら
『
大
洞
員
罷』
の
一

部
と
し
て
重
ん

『
大
洞
員
糀』
の
讀
誦
に
鋏
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
と

！
 

I
 

二
六



オ
ン
と
道
鰹
名
が
表
す
道
君
の
パ
ン
テ
オ
ン
と
い
う

二
重
構
造
を
持

っ
て
い
る 。
「

繹
三
十
九
章
鰹」

と
付
き
合
わ
せ
れ
ば 、

こ
の
よ
う

な
二
重
構
造
は
空
間
的
な
具
儒
性
を
持
っ

て
よ
り

鮮
明
に
な
る 。

――一
十
九
章
の
存
思
法
（【
存
員
章
名】
【
存
思
法一
】
【
存
思
法
二】）

書
か
れ
て
い
る
髄
内
紳
の
敷
は 、

賓
際
は
五
十
九
員
で
あ
り 、

別
名

そ
の
一
方 、

三
十
九
道
君
は
高
上
虚
皇
君
（
第一
章） 、

玉
晨
太
上

大
道
君
（
第
十
四
章） 、

金
刷
後
聖
君
（
第
三
十
章）
な
ど 、

上
消
罷
の

最
高
レ
ベ
ル
の
紳
々
で
あ
る 。

こ
れ
ら
道
君
の
イ
メ
ー
ジ
や
居
場
所

は
あ
ま
り

に
漠
然
と
し
て
い
る
が 、

そ
れ
ら
は
「

繹
三
十
九
章
鰹」

を
洞
罷
（【
玉
琶

霰
祝
詞】）

と
照
ら
し
合
せ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ

『
大
洞
員
鰹』
の
賓
修
に
お
け
る
身
髄

と
こ
ろ
に
あ
る
宮
室
や
氣
の
門
戸
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に、
「
繹
三
十
九
章
罷」

二
七

を
付
き
合
わ
せ
て
み
れ
ば 、

は
薄
暗
い
天
上
に
あ
る
太
素
君
の
天
界
と
解
繹
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る 。

そ
し
て
太
無
天
の
庭
に
は
七
層
の
赤
い
棲
閣
が
建
ち 、

太
素
君

の
天
界
に
は
九
宮
や
金
門
が
連
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り 、

空
閲

の
廣
が
り
を
伴
う
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る 。

太
元
と
は
光
に
満
ち
た
天
上
に
あ
る
太
無
晨
中
君
の
天
界 、

太
素
と

場
所
は 、

五
臓
六
腑
は
勿
論 、

指
先
や
鼻
先
ま
で、

儒
内
の
い
た
る

沓
ぬ
る
こ
と
太
無
の
庭
に
於
い
て
す」
と
あ
る 。

こ
れ
に
よ
れ
ば 、

を
除
い
て
も
そ
の
名
字
の
敷
は
一
七
七
に
至
る 。

こ
れ
ら
紳
々
の
居

宮

七
重
を

L
れ
だ
け
で
は

『
大
洞
員
罷』

い
え
る 。

は
基
本
的
に
存
員
章
名
が
表
す
整
内
紳
の 。ハ
ン
テ

「

霞――
十
九
章
罷
」

を
踏
ま
え
た

『
大
洞
員
鰹
』

の
修
行

に

て
明
ら
か
に
な
る 。

洞
罷
は
道
君
の
名
前
と
お
お
よ
そ
同
じ
語
句
で

始
ま
り 、

そ
の
冒
頭
は
常
に
道
君
た
ち
の
天
界
の
風
景
を
描
寓
し
て

い
る 。

例
え
ば 、

金
濶
後
聖
太
平
李
員
天＿
帝
上
景
君
道
鰹
は
「
金
闘

上
景
焦 、

十
方
輝
紫
姻」
（
第
三
十
章）
と
始
ま
り 、

黄
金
の
宮
闘
に

立
ち
上
る
後
聖
帝
君
の
紫
色
の
氣
が
十
方
世
界
に
照
り

輝
く

様
を
描

く 。
し
か
し 、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
こ
の
例
ほ
ど
は
鮮
明
で
は
な
い 。

、
、

、
、

太
元
〔
王〕

晨
中
君
峨
眉
洞
室
玉
戸
太
素
君
の
洞
罷
は 、
「
太
王

、
、

、
、
、
、

太
素 、

洞
景
幽
玄」
（
第
三
十
八
章）
と
始
ま
る
が 、

ど
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
な
の
か
捉
え
難
い 。
「

秤
三
十
九
章
鰹」
を
み

、
、

、
、

、
、

、
、

る
と
「

太
無
は
洞
景
の
表
に
在
り 、

太
素
は
幽
玄
の
上
に
在
り 。

九

金
門
を
列
ぬ
る
こ
と
太
素
の
表
に
於
い
て
し 、

丹
棲



道 君

道―

一

君 の 世 界

天 界

1 .  1高上虚皇君 I

2 .  卜阜干、虚君

3 . 皇上玉帝君

4 . 上皇先生紫晨君

5 . 太微天帯君

6 . 三元紫精君

7 . 員陽元老玄一君

8 . 上元太素三元君

9 . 上清紫員精三素君

10. 青震陽安元君

11. 皇清洞員道君

12. 高上太素君

13. 皇上四老道中君

14. 玉晨太上大道君

15. 太清大道君

16. 太極大道元景君

17. 皇初紫虚 （震］ 元君

18. 元英中員上老君

19. 中央黄老君

20. 青精上員内景君

21. 太陽九氣 【柔】 玉賢元君

1九天 ・易有（西北之門） ・ 辟非 （九天之氣） ・ 帝堂|

九天 ・ ・明阻之憲 ・ 態刃 【刃】 之壷

玉清天 ・ 空青之林 ・ 雲景 ・ 金房 ・ 晃朗之門 ・ 濯耀羅
（ 日 ） ・ 圃光蔚（ 日 ） ・ 玄上之幡（反華之幡）

九天之上太冥 ・ 玉清天 ・ 綺合壷 ・ 萬津之海 ・金播之館

蓋
九天 ・ 明霞之上金房 ・ ：痩蕨之 内九戸i ・ 至浦丙＿屯龍也

太無中紫精之天 ・ 上景之衝 ・ 三元之氣 ・ 玉清天中秀
朗盪 ・ 太混殿館 ・ 弱明之車

上清 ・ 員陽館 ・ 逸宅（員氣之明堂） ・ 太上瑣羽之門 ・ 玉
関金壷

太素三元宮 ・ 三華柔 ・ 三元之壷 ・ 玉員天 ・ 晨燈 （明氣
之光） ・ 上清之廣震堂

上清紫精天 ・ 育華之林 ・ 上清玉房 ・ 三便（太上之金房）

玉清天 ・ 八氣 ・ 三華房

上清天 ・ 太無 ・ 廣漢 ・ 虹映山．（九旦之所出＿：．月證所司）

紫害 ・ 玉清 ・ 玉根山 ・ 玉門 ・ 蘭室（門戸） ・ 抄景（ 日 ） ・ 月
中賽樹

日 中無影 ・ 玉清天 ・ 廣霞山 （九 日 之所出 ・ 日 帝所司） ・

九曜生（ 日 ） • 明玉之輪

玉晨天 ・ 上清天 ・ 玉映之室 ・ 八素 （車） • 四 明（玉帝南
門）

太清天 ・ 浮紹空山 （三天肺王所治 ・ 大道置氣所結） ・

金華棲 ・ 太明（ 日 ）

上員之宮 ・ 紫房 ・ 明堂

黄素柔 ・ 太微天 ・ 玉壽山 ・ 圃華宮

育精宮 ・ 内景天 ・ 上華室 ・ 紫空山 ・ 羽逸之車 ・ 玉室

太陽九氣・ 玉賢天 ・ 三晨 ・ 紫耕 ・ 微玄（ 日 ）

『
大
洞
員
継』
の
寅
修
に
お
け
る
身
證

太極天 ・ 秀華山 ・ ・山万有．否堂 • 太清外 ・ 太漠 ・ 圃明（ 日
丹室

皇初紫元之天 ・ 暉暉之光（九 日 之所出） ・ 寒童山 ・ 六
淵宮

ニ
八



〔表 11 〕 『大洞員

経

』 の世界

證 内 の
『
大
洞
員

経

』
の
賞
修
に
お
け
る
身
骰

隆 内 稗 名

世 界

I 
-

字 居 慮

二
九

1 . 太微小童

2 . 太一尊紳
3 . 〔玉）帝君

4 . 左無英公子

5 . 右白元洞陽君

6 .  I 中央司命丈人 1

7 . 命門桃君

8 . 泥丸天帝君上一

赤子
9 . 絡宮中一元丹皇

君
10. 命門下一黄庭元

11 . 泥丸九員
12. 謄中八員

13. 雨腎七員

14. 肺中六員

15. 牌中五員

16. 肝中四員

17. 精血三員

18. 骨節 ［ 胃院】 二員
19. 心中一員
20. 九元之倶男

21. 皇一之魂女

干景精、 三衿交、 封帝員

務猶牧、 解明、 寄頻

延陵梵、 七肺、 紳丈人

玄元叔、 元素君、 神公子

鬱震標、 朱精、 啓成

理明初、 1腔塞、 紳震華

核道康、 命王、 胞根

玄凝天、 伯無上、 伯史華

稗運珠、 生上伯、 央雲拘

始 明精、 嬰兒胎、 伯史原

帝 昌上皇

含景君

玄陽君

上元素玉君

養光君

青明君

元生君

堅玉君

天精液君

拘制

上錦

會元子

錦會 昌

履 昌 震

合符子

玄夷紹

玄度卿

合精延

三元先

子南丹

元陽 昌

先震元宗

北壷玄精

冥光先生

梁南中童
子

太 昌 子

明輪童子

黄寧子玄

凝羽珠

飛生上英

三陽

帝子

舌本之下、 血液之府

玉枕之下、 泥丸後戸

附眉中間、 紫戸之外宮

左腋之下、 肝之後戸

右腋之下、 肺之後戸

隅之 中、 四 ［血l 孔I

謄中之開、 命門外 ［ 内】
宮

泥丸中、 九孔之戸

項中之大椎、 骨首之戸

雨莞 ［膀】 之閲、車軸下
1之］ 戸

ロ 之四際

背之中 ［窮】 骨之下節

背之窮骨、 〔九〕地 〔之〕
戸

頸外十二閥梁

喉内極限之戸

胃 管 【院】 之戸、 膏膜之
下

鼻雨孔之下源

太倉之府、 五腸之 ロ

胸中四極之 ロ

左耳之下、 伏晨之戸

右耳之下、 伏晨之戸



22. 太初九素金華景元君

23. 九皇上員司命 〔道〕 君

24. 天 【太】 皇上員玉華三元
君

25. 太一上元禁君

26. 元虚 ［震】 黄房員晨君

27. 太極主四員人元君

28. 四斗中員七晨散華君

29. 辰 【 晨】 中黄 【皇】景元君

30. 金閑後聖太平李員天帝
上景君

31 . 太虚後聖元 （元 】 景彰室
員君

32, 太玄都九氣丈人主仙君

33. 上清八景 ［皇］ 老君 【洞
清八景九玄老君］

34. 東華方諸宮高晨師玉保
〔仙〕王青童君

35. 扶 ［樽】 桑太帝九老仙皇
君

太初天 ・ 九素氣 ・ 華景宮 ・ 慶液之河（吉人之津） ・ 流泊
之池 ・ 酉里垂壷
玉虚天 ・ 飛霞山 ・ 晨暉宮 ・ 四司 （天帝禁宮）

紳徊之車 ・ 雲馳之宮 ・ 流逸之室 ・ 廣寒宮・ 寒庭

太て上元丙 ・ 金華山 ・ 互道之至勇
元虚黄房 ・ 玉宮（得道符籍所在）

太極 ・ 凌弱之車（雲氣之結） ・ 上清 ・ 高上之天 · 太明之
丘 ・ 朱火之棗

玉清天 ・ 散華豪 ・ 七晨天 ・ 三賓山 ・ 四斗 ・ 金浪之舘 ・ 映
清夷之宮

元晨天＿•-三秀＿也·＿黄景＿之氣 ・ 太宵之庭 ・ 愴浪之嘉 • 太
霞之宮
金閑 ・ 上景之氣 ・ 月 宮之庭・ 天堂

太虚天 ・ 空元景之山 ・太霞・彩彰之室

太玄天 ・ 太玄都 ・ 晨徊之風 ・ 蕩滞之山 ・ 空峯＿山 ・ 太暉
之宮

紹霞之外 ・ 上清天 ・廣浪之車 ・ 金華便山 ・ 太老之堂 ・

太賓（ 日 ） ・ 九華（月 ）

始暉（ 日 出所郷） ・ 東華（仙員之州） ・ 雲波山 ・ 難玉之
耕 ・ 圃珠互素瞳明（ 日 ）

『
大
洞
員

経

』
の
賓
修
に
お
け
る
身
骰

樽桑之際 ・ 會方之憲 ・ 九老京 （山） ・ 合弱之車 ・ 朱室
玉堂

1
0
 



22. 紫素左元君 磐鬱無刃 ［丹】 安来上 頭面之境

23. 黄素中元君 園華黄刃 【丑l 太張上 胸腹之境
| 24 ． 白素右元君 啓明齋刃 ［丑l 金門上 下闘之境

〖 25. 日 中司命君 接生 〔逍震〕 左手 （通員之戸〕
の 26. 月 中桃君 方盈 （運梁〕 右手 〔通員之戸〕
塁 27. 左 目 童子 飛雲 ［震I 〔陽光〕 〔左 目 〕

1 2s. 右 目 童子 晨嬰 〔陰精〕 I 〔右 目 〕

I 29. 肺部童子 素 明 〔無映〕 雨 目 ［肺部之下五闘】

30. 胎中一元白煕君 務玄子 育尚生 五蔵之上、 結喉之本戸
31 . 太一糖魂 玄錦子 盛 昌 同 上

32. 結中青揉君 案延昌 合和嬰 互蔵之下、 大 胃 之上 ロ
33. 元君精魂 保谷童 明夫 同上

34. 節中黒煕君 斌来生 精上門 九腸之 口 、 伏澱 1梁l 之
幽嚢生 観上生

下
35. 帝員精魂 同上

36. 胞中黄煕君

理
祖

維

明

蔵
車 紳無極 小腹之内、 二孔之本

37. 天帝精魂 法 〔運〕 珠 同上

38. 血中赤柔君 I 混離子 叔
堅

火 ［賓l 百関之血 ［穴】 、 紹節之
下

39. 司命精魂 1 麟子 慶玄 同上

40. 上玄元父君 高同生 左回明 本命之根、 胞胎大結
41 . 下玄玄母 叔火王 右回光
42. 若皇太一 重冥空 幽雲無

43. 九苦尊紳 日 明員 衆帝生

44. 太常 ［帝 】 精魂 陽堂王 【玉l 八震

45. 天帝九閥魂 録 ［緑】 廻逍 紹冥

46. 天紀帝魂 照無阿 廣紳



36. 小有玉員萬華先生主園
玉君

37. 玄洲二十九員伯上帝司
禁君

38. 太元 ［元］ 晨中君刊餓眉
【媚l 山中洞宮 ［室】 玉戸
太素君

39. 西元飽山九 霊 員 仙 母
青金丹皇君

小有玉員天 ・ 萬華之宮 ・＿高元山＿＿竺髄明之餅・ 写素之
景 ・ 太無中洞観之堂 ・ 重泉曲 （魔王之陰符）

玄洲 ・ 三溺之津 ・ 重漢之山 ・ 太無之庭 ・ 羽景之堂 ・ 日
月 之耕 ・ 帝川之池 ・ 紹空之宮

峨媚 山 ・ 洞宮玉戸 ・ 洞景之表 ・ 太元天 ・ 幽玄之上 ・ 太
素天 ・ 九宮 ・ 金門 ・ 太元之庭 ・ 丹棲 ・ 太霞之嶽＿•五閲之
山

嵐裔 山 ・ 九霊之館 ・ 金丹流雲之宮 ・ 上波幾之輪 ・ 下
太空之中 ・ 西元艦山 （毘裔之西） ・ 流剛山上暉景之
室

『
大
洞
員
経
』

の
賓
修
に
お
け
る
身
謄

は 『七銀』 巻八 「繹三十九章経」 と 類書の 引用文、 『上消大洞員経』 の経文を参
考 と し て 作成 した も の であ る 。 類書で 『大洞茉経』 『大洞玉鰹注』 な ど と 引用 さ
れ る 文の中、 「繹三十九章紐」 に見えないが、 『上清大洞員罷』 ［玉鰹l 【後祝詞】
の言葉の注 と 判断 さ れ る も の は、 玉注の伏文 と 看作 し 、 勘線で表 し た。）



『
大
洞
員

経

』
の
賞
修
に
お
け
る
身
盟

47. · I三素老君
48. 正一左仙
49. 正一右仙

、5o. I中央玄一老子l
51 . 北方黒帝
52. 西方白帝
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54. 東方青帝
55. 〔中央黄帝〕

56, 〔泥丸上一〕 帝卿
57. 絡宮中一 〔輔卿〕
58. 黄庭下 〔一〕弼卿

59, 帝一尊君

1牢張上
仲成子、 帝 賓

曲文子、 光堅

林震天 【虚夫］

保成昴 ［ 昌 】

彰安幸

長来覺

彫梁際

〔含光露〕

肇勒精、 起非、 常扶

中光堅、 幽車伯、 董史華

齢上明、 奉信伯、 奉光生

父寧〔在〕

誹生道
四 ［西】 華

震和

霊時道1
北伐 ［代］

西華

南和

青平

〔中細）

仲玄生

四化憲

谷下玄

〔合〕母精

鼻下人中

陰茎之端I

雨膀脱中

陰嚢中

ロ 舌中

五臓外

〔牌胃 中〕

入帝一之室

帝一愛百誅 合震西丹
皇、 …練我返嬰蒙。

太洞廻風混合帝一之
法

〔表 1I 〕 『大洞員鰹』 の世界
（「臆内 の世界」 の 部分 は 『雲笈七銀』 巻三十 の 「大洞廻風混合帝一之法」 に従
っ た。 ただ 『上清大洞員

経

』 の文字 と 異同があ る 場合、 増字は 〔 〕 に、 異字
は ［ 】 に入れて表 した。 「道君の世界」 の 「道君」 名 は 『雲笈七銀』 巻四十二
の 「存大洞員鰹三十九員法」 の道鰹名 に従い 、 道蔵本、 『昔義』、 「繹三十九章紐」
な ど と 文字の異同があ る 場合は 同 じ く 、 〔 〕 と 【 】 で表した。 「天界」 の部分

冒



寅
在
世
界
な
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
鰹
典
の
修
行
は
氣
の
感
應
シ

『
大
洞
員
罷』
が
提
示
し
て
い
る
こ
れ
ら
二
つ
の
世
界
は 、

修
行

表
の
左
側
は
「

存
思
法」
に
よ
る
「

髄
内
の
世
界」
を
表
し 、
右

玄
に
参
じ 、
霞
味

れ
ば 、
則
ち
玉
華

太
陽
と
倶
に
暢
ぶ 。
屑
を
動
か
し
疲
吐
す

妙
昔

高
唱
す
れ
ば 、
文
先�

玉
虚
と
輿
に

以
上
の
天
界
と
髄
内
と
い
う
『
大
洞
員
罷』
の
二
董
の
世
界
岡 、

る 。 九
天
・

玉
清
・

上
消
・

太
清
・

太
極
・

太
微
と
い
う
天
界
や
そ

『
大
洞
員
経』
の
賓
修
に
お
け
る
身
證

の
中
に
位
置
す
る
道
君
た
ち
の
宮
殿
や
聖
山
が 、

具
盟
性
と
空
間

の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
る 。
こ
れ
ら
道
君
の
天
界
は 、
上

清
鰹
典
に
お
い
て
は
『
三
天
正
法
経』
で
い
う
悪
氣
に
満
ち
た
六
天

(

19

)
 

を
浮
化
し
た
上
で 、
初
め
て
出
て
く
る
窮
極
の
天
界
で
あ
る 。
そ
の

意
味
で
天
界
の
入
り
口
や
太
陽
の
名
前
な
ど
を
具
さ
に
解
説
し
て
い

(

20
)
 

る
「

秤
三
十
九
章
罷」
は 、
こ
れ
ら
天
界
に
到
す
る 、
道
君
に
よ
っ

て
啓
示
さ
れ
た一
種
の
地
理
志
の
よ
う
な
側
面
を
持
つ
も
の
と
い
え

そ
の
大
綱
を
表
に
す
る
と
〔
表
II
〕

の
よ
う
に
な
る 。

側
は
「
繹
三
十
九
章
罷」
を
踏
ま
え
て
「

洞
罷」
の
言
葉
か
ら
構
成

し
た
「

道
君
の
世
界」
を
表
す 。

者
に
し
て
み
れ
ば 、
た
だ
摩
な
る
文
字
上
の
記
述
で
は
な
い 。
修
行

者
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
世
界
は
鰹
典
を
媒
介
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る

I I: 

ス
テ
ム
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る 。
氣
が
自
然
に
凝
縮
し
て
文
字
と

な
り 、

鰹
典
と
な
っ
た
と
す
る
の
は 、
道
敦
罷
典
に
お
け
る一
般
的

な
観
念
で
あ
る 。
そ
こ
で
か
り
に
三
十
九
洞
鰹
の
天
界
を
大
洞
の
世

界
と
い
う
な
ら 、

三
十
九
章
の
洞
経
の
集
大
成
で
あ
る

鰹』
は 、
大
洞
の
世
界
と
同
類
の
氣
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る 。
大
洞
の
世
界
↓
『
大
洞
員
罷』
↓
修
行
者
と
い
う

構
造
に
お
い
て 、
修
行
者
が
大
洞
世
界
に
働
き
か
け
る
方
法
は
二
つ

に
大
別
で
き
る 。
―
つ
は
存
思
に
よ
る
働
き
か
け
で
あ
り 、
も
う一

つ
は
誦
鰹
の
聾
に
よ
る
働
き
か
け
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
氣
の
感
應
に

つ
い
て
は
陳
景
元
の
次
の
よ
う
な
記
述
よ
り

窺
う
こ
と
が
で
き
る 。

九
徹
し 、
員
槃立

ち
ど
こ
ろ
に
至
り 、

憲
句
を
諷
詠
す
れ

ば 、
則
ち
契
を
太
上
に
携
う 。
静
止
し
て
接
洪
す
れ
ば 、
則
ち

紫
房

自
か
ら
観
ぜ
ら
れ 、
期
す
る
所
を
思
念
す
れ
ば 、
則
ち

類
に
燭
れ
て
感
動
す 。
所
以
に
七
祖

幅
を
獲 、
録
を
仙
宮
に

受
け 、
越
ゆ
る
こ
と
幽
鬼
従
り
し 、
倶
に
朱
陵
に
宴
す 。

（『
昔
義』
叙）

『
大
洞
員

四



る
。

誦
鰹
の
盤
に
よ
り 、

罷
典
と
い
う

形
に
凝
縮
さ
れ
た
氣
が
活
性
化

さ
れ 、

天
界
の
働
き
に
参
興
し 、

髄
内
の
氣
に
天
の
精
氣
が
加
え
ら

れ
る 。

秘
密
の
名
字
の
疲
昔
は
仙
女
を
呼
び
寄
せ 、

鰹
典
の
諷
詠
は

太
上
道
君
よ
り

肺
仙
と
な
る
約
束
を
も
た
ら
す 。

こ
れ
ら
は
昔
盤
に

よ
る
感
應
で
あ
る 。

そ
の
一

方 、

存
思
に
よ
り

北
極 、

或
い
は
九
宮

の
紫
房
が
顕
れ 、

さ
ら
に
は 、

自
分
の
み
な
ら
ず
同
類
の
氣
を
持
つ

七
祖
ま
で
救
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る 。

こ
れ
ら
は
存
思
に
よ
る
感

應
で
あ
る 。

以
上
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
洞
鰹
の
讀
誦
の
場
面
を
考
え
て
み
よ

う 。

そ
の
場
面
で
は
表
の
二
つ
の
世
界
は
證
内
と
天
界
と
い
う
ふ
う

に
固
定
的
に
雨
立
す
る
の
で
は
な
く 、

氣
の
感
應
に
よ
っ
て
相
互
に

交
差
し 、

天
界
の
道
君
の
氣
は
身
髄
へ
入
り

込
み 、

髄
内
の
紳
は
天

界
に
現
れ
る 。

ま
ず 、

髄
内
の
誹
々
が
天
界
に
現
れ
る
場
面
で
あ
る 。

九
憲
員
仙

母
青
金
丹
皇
君
の
洞
経
（
第
三
十
九
章）

の
鰹
文
は
次
の
と
お
り
で
あ

西
元
に
九
霊
の
柔
あ
り 、

金
丹
の
流
雲
宮 、

上
は
旋
曜
抄
を
極

め 、

暉
景

太
霞
中
に
あ
り 。

…
室
に
胎
仙
母
有
り 、

衿
を
太

『
大
洞
員
経』
の
賓
修
に
お
け
る
身
骰

五

帝
皇
に
携
う 。

玄
一

霊
時
生 、
一
1一
老
素
牢
張 、

左
に
兆
の
符
籍

を
把
り 、

右
に
理
紳
宗
を
携
え 、

同
に
琳
龍
薗
に
登
り 、

玉
清

房
に
稽
首
す 。

「
繹
三
十
九
章
紐」

の
解
説
を
想
起
し
つ
つ

「
西
元
九
霊
柔」

と

讀
み
上
げ
る
と 、

こ
の
局
面
で
修
行
者
の
上
に
浮
び
上
が
る
の
は 、

西
王
母
の
氣
が
立
ち
昇
る
毘
裔
山
の
九
霊
館 、

北
斗
七
星
に
接
す
る

ほ
ど
高
く
登
え
立
つ
宮
観 、

西
王
母
の
氣
が
光
輝
く
大
空 、

と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
で
あ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
な
西
王
母
の
天
界
に 、

玄
一

霊
時
生
と
三
老
素
牢
張
は
修
行
者
の
仙
籍
を
持
ち 、

理
紳
宗
と

と
も
に
嵐
裔
の
入
り
口
に
登
り 、

玉
清
房
で
挨
拶
し
て
い
る 。

こ
れ

ら一
芸
岬
は
そ
れ
ぞ
れ
陰
茎
の
端
の
玄
一

老
子
（
表
の
左
側
第
五
0
番）
．

人
中
の一
1一
素
老
君
（
同
第
四
七
番）
・

心
臓
の
司
命
丈
人
（
同
第
六
番）

(
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で
あ
る 。

髄
内
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
れ
ら一
芸
岬
は
突
然 、

毘
裔
の
天

界
（
表
の
右
側
第
三
九
番）

に
現
れ
る
の
で
あ
る
（
表
の
口） 。

こ
の
場
面
に
お
け
る
修
行
者
の
空
聞
感
覺
の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
み
ょ
う 。

司
命
丈
人
は
心
臓
に
定
位
し
て
い
る 。

司
命
丈
人
の
名

が
出
て
く
る
と 、

最
初
は
胸
の
中
を
思
う
で
あ
ろ
う 。

或
い
は 、

心

臓
そ
の
も
の
を
感
覺
す
る
か
も
し
れ
な
い 。

と
こ
ろ
が 、

司
命
丈
人



『
大
洞
員
経』
の
賞
修
に
お
け
る
身
骰

が
毘
術
山
の
宮
闊
へ
昇
っ
て
い
く
と 、

そ
れ
に
つ
れ
て
空
間
の
感
覺

は 、

胸
の
中
か
ら
遥
か
遠
い
天
界 、

毘
裔
ま
で
廣
が
る
で
あ
ろ
う 。

次
に 、

天
界
の
道
君
の
氣
が
身
髄
に
入
り
こ
む
場
面
で
あ
る 。

「
高
上
洞
元 、

元
生
九
天」

と
高
上
虚
皇
君
の
洞
鰹
（
第一
章）
を
讀

み
上
げ
る
と 、

高
上
虚
皇
君
の
天
界
に
遍
く
行
き
渡
る
九
天
の
元
氣

そ
の
元
氣
の
名
は
す
べ
て
の
邪
を
取
り

除
く

「
辟
非」
で
あ
る
（「
繹
三
十
九
章
経」） 。

そ
し
て
祝
文
を
「

天
に
大
隠

生
の
賓
有
り 、

稲
し
て
明
梁
の
上
氣
と
日
う
」

と
唱
え
る 。

そ
こ
で

「
繹
三
十
九
章
罷」
に
「

辟
非
の
煙 、

下
り
て
人
の
身
に
入
り 、

而

し
て
明
梁
の
氣
と
為
る 。

人
の
五
蔵
の
中
に
居
り 、

心
華
の
下
に
慮

の
中
に
入
り

込
む
の
を
存
思
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
な
場
面
に
つ
い
て
は 、

九
華
安
妃
が
歌
っ

た
芥
子
の
比

喩
に
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い 。

芥
子

殊
り

無
く 、

遠
近
は
同
に
一
縁
た
り 。

忽
ち
萬
頃
あ
り 、

中
に
須
禰
山
有
り 、

小
大
は
固
よ
り

（『
員
詰』
巻一二
運
題
象）

．
芥
子
粒
は
た
ち
ま
ち
萬
頃
に
廣
が
り 、

そ
の
な
か
に
須
禰
山
が
現

れ
る 。

極
微
の
中
に
包
揮
さ
れ
る
極
大 、

極
大
で
あ
り
な
が
ら
極
微

す」
と
あ
る
の
を
思
い
出
せ
ば 、

高
上
虚
皇
君
の
九
天
の
元
氣
が
胸

が
浮
か
び
上
が
る 。

に
入
り
こ
む
と
い
う

不
思
議
は 、

誦
鰹
の
場
に
お
け
る
身
髄 、

そ
の

イ
メ
ー

ジ
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

洞
続
の
讀
誦
は
『
大
洞
員
鰹』
の
修
行
の
中
核
を
な
す
部
分
で
あ

る 。

繰
り

返
さ
れ
る
誦
経
過
程
に
お
い
て
三
十
九
洞
罷
の
天
界
は
あ

た
か
も
曼
荼
羅
の
よ
う
に
次
々
と
浮
か
び
上
が
り 、

髄
内
誹
が
天
界

に
現
れ
る
場
面
と
天
界
の
道
君
の
氣
が
身
憫
に
入
り
こ
む
場
面
の
1

1

つ
は 、

三
十
九
章
に
わ
た
っ
て
幾
度
も
現
れ
る 。

そ
の
過
程
に
お
い

て
天
界
の
次
元
が
盟
内
へ
牧
敏
さ
れ 、

身
髄
が
天
界
へ
披
大
す
る
こ

と
も
無
敷
に
繰
り

返
さ
れ
る 。
こ
れ
ら
の
過
程
に
よ
っ
て
身
監
と
天

界
と
い
う
内
と
外
と
の
厖
別
は
な
く
な
り 、

牡
大
な
混
然一
證
の
世

界
が
現
出
す
る 。
三
十
九
天
よ
り

身
證
隅
々
ま
で
「
あ
ま
ね
く
貫
い

て」
（
洞）
「一

髄
と
な
る」
（
大） 、

と
い
う

意
味
で 、
『
大
洞
員
鰹』

の
修
行
は
身
髄
を
「
大
洞
化」
す
る
も
の
と
い
え
る 。
「
之
を
讀
む

こ
と
萬
過」
（『
員
詰』
巻
五）
と
い
う
の
は 、
こ
の
よ
う
な
大
洞
の
監

ブ
ロ
セ
ス

現
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
鋏
か
せ
な
い
過
程
で
あ
る 。
『
大
洞
員
紐』

の
中
で
は
誦
紐
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る 。

繹
三
十

九
章
鰹」
に
基
い
て
諄
し
て
み
よ
う 。

玉
昔
響
太
和

誦
詠
の
磐
が
調
和
の
旋
律
で
響
き
渡
る
と 、

ノ ‘



ち
の
手
に
移
り 、

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
多
様
な
菱
遷
を
辿
り
な
が
ら

の
一
部
を
な
し
て
い
た
こ
と

ま
ず 、
「

繹一
二
十
九
章
鰹」
（
玉
注）
は
六
朝
時
代
よ
り

そ
れ
自
身

た
「
玉
注」

の
一
部
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し 、

本
稿
は 、
「

繹一
二
十
九
章
罷」

が

む

す

び し

仙
庭
回
九
愛

百
混
同
得一

易
有
合
虚
中

倶
入
帝
堂
會

仙
人
の
中
庭
を
九
回
巡
り

菱
化
を
な
し
と
げ 、

あ
ら
ゆ
る
神
を
混
合
し
て
一
髄
と
な
せ
ば

菱
容
の
天
門
を
通
り

抜
け
太
虚
の
世
界
に
合一

す
べ
て
の
存
在
と
共
に
天
帝
の
堂
に
入
る

十
九
章
鰹」

に
依
披
し
た
『
大
洞
員
罷』
の
修
行
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ

た
か
を
考
察
し
た 。

が
鰹
典
と
み
な
さ
れ
『
大
洞
員
罷』

は 、

第一
節
で
論
じ
た
と
お
り

で
あ
る 。

そ
れ
が
新
た
な
注
繹
者
た

『
大
洞
員
紐』
の
賞
修
に
お
け
る
身
橙

る

萬
唱
元
中
焚

（
高
上
虚
皇
君
道
罷
第一
）

『
大
洞
員
罷』

に
組
み
込
ま
れ

「
繹
三

る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

七

と
い
う

空
聞
の
境
界
を
消
失
さ
せ 、

そ
れ
に
よ
っ
て
大
洞
を
髄
現
す

の
修
行

「
豊―-
+

重
ん
じ
ら
れ
て
き
た 、

そ
の
獨
特
な
歴
史
を
物
語
る
も
の
で
あ
る 。

そ
し
て
『
大
洞
員
鰹』
の
盟
内
と
天
界
と
い
う

二
重
の
構
造
は 、

「
繹一
1一
十
九
章
純」
と
付
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
明
ら
か
に
な
る 。

「
霞――
十
九
章
続」

は
洞
鰹
の
言
葉
に
空
聞
的
な
具
憫
性
を
も
た
せ

る
特
徽
を
持
っ
て
い
た 。

そ
れ
は 、

三
十
九
員
を
橙
内
の
場
所
に
定

位
す
る
「

存
思
法」
と
首
尾一
貫
し
て 、
一
二
十
九
道
君
の
天
界
に
空

聞
的
な
具
憫
性
を
賦
典
す
る
も
の
で
あ
る 。
『
大
洞
員
罷』

の
過
程
は 、

橙
内
神
の
存
思
を
通
じ
て
憫
内
に
極
微
の
世
界
を 、

天

紳
の
存
思
を
通
じ
て
天
界
と
い
う

極
大
世
界
を
構
成
し 、

そ
の
上
で

二
つ
の
世
界
の
錯
綜 、

融
合
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
っ
て 、

内
と
外

註(

1
)

上
浦
派
内
部
の
『
大
洞
員
罷』
の
博
授
や
上
清
罷
典
に
お
け
る
『
大

洞
員
罷』
の
地
位
に
つ
い
て
は
変
谷
邦
夫
「『
大
洞
員
経
三
十
九
章』

を
め
ぐ
っ
て」
（『
中
國
古
道
敦
史
研
究』
同
朋
舎
出
版 、
一
九
九
二）

九
章
罷」
（
玉
注）
が
『
大
洞
員
続』
の
奥
義
を
示
す
啓
示
書
と
し
て

閲
遠
な
太
無
の
世
界
は
壮
大
な
和
昔
で
反
響
す

も 、

そ
の
内
容
に
殆
ど
愛
化
が
な
い
と
う
い
う

事
賓
は 、



『
大
洞
員
罷』
の
賓
修
に
お
け
る
身
橙

五
五
ー

六
八
頁
参
照 。

(
2)
Isabe
lle
 Rob
ine
t,
 

Tao
is
t
 

Med
i
ta
t
ion:
 The
 M `do,
S
芍n

Tr
ad
i
t
ion
 o
f
 Grea
t
 

P
ur
i

食

S
ta
te
Un
ivers
i
t
y
 o
f
 

Ne
w

 

Yo
rk

 P
ress ,
 1993 ,
 

Ju
lian
 F .
 Pas
 &
 Nor
man

 J .
 
G
irado
t
 

英
諄
本
（
原
著
は
La

M
笠
ざ
はon
Tao
is
te、
Par
is:
Dervy
 

L
ivres ,
 1979)
 Cha
p
ter
 3 ,
 
The
 Book
 o
f
 

Grea
t
 

P
ro
fun,
 

d
i
t
y,
 

97ー
117 。
志《公I
E
{、
上
掲
書 、
七
五
1

八
二
頁 。

卿
希
泰
主
編

『
中
國
道
数
史』
（
四
川
人
民
出
版
祉 、
一
九
九
六）
第
三
章 、
―-=――
七

ー
三
五一
頁 。

(

3
)

陳
國
符
『

道
蔵
源
流
考』
（
中
華
書
局 、
一
九
八
五）
一
九
頁 。

陳

闊
符
氏
は
『

上
清
大
洞
員
経』
を
小
本
と
推
定
し 、
「
繹
三
十
九
章
艇」

に
つ
い
て
は
『

上
清
大
洞
員
鰹』
に
そ
の
文
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら 、

大
本
の
『

大
洞
員
経』
の一
部
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た 。
筆
者
は
『

上

清
大
洞
員
経』
に
つ
い
て
は
大
本
に
近
い
と
す
る
変
谷
氏
の
説
に
従
う

が 、
「
繹
三
十
九
章
紐」
の
内
容
を
『

大
洞
員
罷
三
十
九
章』
の一
部

と
看
倣
す
こ
と
に
つ
い
て
は
陳
氏
に
賛
成
す
る 。
変
谷
氏
は
「
繹一―-
+

九
章
紐」
の
内
容
と
『

上
清
大
洞
員
経』
の
小
字
注
と
の一
致
に
つ
い

て
指
摘
し
た
が 、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
言
及
が
な
い 。
た
だ 、
そ
の
注

繹
が
底
本
と
し
て
い
る
『

大
洞
員
紐』
が
敦
煉
寓
本
と
近
い
形
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た 。
変
谷
氏 、
上
掲
書 、
七
四
ー

七
五
頁 。
ロ
ビ
ネ
氏

は
こ
の
注
秤
が
『

大
洞
員
鰹』
に
鍛
か
せ
な
い
注
繹
で
あ
り 、

類
書
の

引
用
で
こ
の
注
が
『

大
洞
員
紐』
そ
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た 。
上
掲
書 、
八
六
頁 。
筆
者
も
こ
の
説
に
賛
同
す
る 。
た

だ
ロ
ビ
ネ
氏
の
『

大
洞
員
経』
の
概
説
に
は
こ
の
注
の
内
容
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い 。

(

4
)

変
谷
氏 、
前
摘
書 。
ロ
ビ
ネ
氏 、
前
掲
書 。
注
(

3
)

参
照 。

(

5
)

『
無
上
秘
要』
巻
三
十
所
引
洞
員
太
上
九
員
中
罷
「
洞
員
太
上
九
員

中
罷 、
一
名
天
上
飛
文 、
一
名
外
國
放
品 、
一
名
紳
州
震
章 。
雖
有
四

琥 、

故一
書
耳」 。
『

上
清
太
上
帝
君
九
員
中
経』
（
道
蔵
正一
部）
に

も
同
文
が
あ
る 。

(

6
)

『
七
級』
の
「
網
繹」
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
性
格
は 、
上
清
鰹
典
の

獨
特
な
文
献
的
性
格
に
絡
む
と
思
わ
れ
る 。
そ
の
性
格
と
は
自
身
の
中

に
員
人
の
口
授
と
さ
れ
る
解
説
的
記
述
を
持
つ
と
い
う

黙
で
あ
る 。
こ

れ
に
つ
い
て
は
別
の
論
稿
を
必
要
と
す
る 。
た
だ
こ
こ
で
は
四
十
餘
種

の
罷
録
の
解
説
に
常
た
る
「
鰹
繹」
の
文
章
は 、
概
ね
『
無
上
秘
要』

の
該
常
経
典
の
引
用
お
よ
び
現
行
道
蔵
本
の
該
常
罷
典
の
文
か
ら
同
文

が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い 。
近
年
中
華
書
局
か

ら
出
版
さ
れ
た
李
永
晟
氏
の
標
貼
本
『
喪
笈
七
鏑』
「
鰹
繹」
の
校
勘

作
業
も 、
「
罷
膵」
が
該
嘗
経
典
か
ら
の
抜
書
き
で
あ
る
と
い
う

理
解

の
も
と
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

(

7
)

『
上
清
大
洞
員
罷」
及
び
『
大
洞
員
経』
の
諸
本
に
闘
す
る
考
證
は

変
谷
氏
の
前
掲
書 、
六
八
ー

七
五
頁
参
照 。

(

8
)

こ
の
内 、
【
存
思
法一
】

は
『
七
紙』
で
は
径
三
十
「
大
洞
廻
風
混

合
帝一
之
法」 、
【
存
思
法
二】
（
前
呪
を
含
む）
と
【
後
腕
詞】
は
『
七

級』
巻
四
十
二
「
大
洞
消
魔
神
慧
内
祝
隠
文
存
諸
員
法」
に一
致
す
る

も
の
で
あ
る 。

八



(

9
)

『
上
消
大
洞
員
鰹』
第一
章
の
小
字
注
の
1

帝一
（
大
洞
尊
君
琥） 、
陵

梵
（
玉
帝
君
名） 、

西
華
彰
安
（
白
帝
君
名）
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十
九

章 、
第
三
章 、
第
三
十
七
章
の
存
思
法
に
説
明
さ
れ
る
骰
内
紳
の
名
字

で
あ
る
（〔
表
11〕
の
五
九 、
三 、
五
二
番） 。

(

10
)

『
上
清
大
洞
員
経』
で
は 、
第
八
章
は
「
晨
燈
廣
憲
堂」 、
第
二
十
章

は
「
符
籍
登
晨」
と
作
る 。

(

11
)

『
昔
義』
所
載
の
「
道
君
玉
注」
は
十一
條
あ
る
が 、

そ
の
内
「
繹

三
十
九
章
紐」
の
文
と
完
全
に一
致
す
る
の
は
六
條
（
第一

、
第一―- 、

第
八 、
第
九 、

第
二
十
六 、

第一二
十
八
章） 、

部
分
的
に一
致
す
る
の

が一
條
（
第
十
二
章）
あ
り 、
「
繹
三
十
九
章
経」
に
見
営
た
ら
な
い

も
の
が
四
條
（
第
三 、
第
十―――（
二
條） 、
第
三
十一
章）
あ
る 。
こ
の

四
條
も 、
「
甕
1一
十
九
章
鰹」
が
抄
録
で
あ
る
貼
を
考
え
れ
ば 、

そ
の

文
が
『
三
十
九
章
鰹』
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る 。

(

12
)

「
按
登
員
隠
訣
第
二
経
博
條
例
云 、

大
洞
員
罷
今
世
中
有
雨
本 、
一

則
大
巻 、
前
有
回
風
混
合
之
逍 、
而
辟
旨
俵
附 、
多
是
浮
偽 。
一
本
唯

有
三
十
九
章 。
…

又
聞
有
得
楊
許
三
十
九
章
者 、
興
世
中
小
本
不
殊 、

自
既
未
眼
見 、

不
測
是
非 、

且
宜
繕
窯 、

以
補
品
目 。

又
有
玉
注一

巻 、
郎
是
略
繹
洞
紐
中
旨 、
亦
可
録
也」 。

(

13
)

『
薔
唐
書』
巻
四
七
経
籍
志
「
登
員
隠
訣
二
十
五
巻」 。
『

新
唐
書』

巻
五
九
藝
文
志
「
登
員
隠
訣
二
十
五
巻」 。
『
郡
齋
讀
書
志』
巻一
六
誹

仙
類
「
登
員
隠
訣
二
十
五
巻 。
右
梁
陶
弘
景
撰 。
．．．

 凡
七
篇
十
七
條」 。

『
郡
齋
讀
書
志』

巻一
六
「
員
詰
十
巻・・・
本
七
巻」 。

後
志
「
員
諧
七

巻」。『
大
洞
員
続』
の
賞
修
に
お
け
る
身
饒

一
九

(

14
)

黄
伯
思
(
1

0

七
九
1-

―
―
八）
『

東
観
餘
論』
巻
下
祓
黄
庭
内

景
経
後
「
黄
庭
内
景
乃
其一
也 。
·：

自
楊
許
仙
去 、
大
博
子
世 、
而
積

、
、
、
、
、
、

載
既
久 、
轄
富
多
誤 。
．．．

 惟
華
陽
登
員
隠
訣
所
載 、
乃
楊
許
薔
本 。
可

、
、

以
握
依 。
今
奈
鑑
衆
本 、
而
以
隠
訣
是
正 、
庶
幾
不
失」 。

(

15
)

各
類
書
に
お
い
て
「
繹
三
十
九
章
罷」
と一
致
す
る
記
事
の
引
用
書

名
は
次
の
通
り
で
あ
る 。

『
無
上
秘
要』
巻
三
日
品
「
大
洞
正
罷」 、
巻
四
震
山
品
「
玉
員
大
洞

玉
鰹」 、

巻
四
紳
永
品
「
洞
員
大
洞
罷」 、

巻
十
九
天
帝
衆
員
儀
駕
品

「
洞
員
大
洞
玉
罷」 、
巻
二
十
三
員
震
治
所
品
「
洞
員
大
洞
至
鰹」 。
r
太

平
御
覧』．．
 「
大
洞
玉
罷」
「
大
洞
王
鰹」
「
太
洞
玉
鰹」
「
太
洞
王
鰹」

「
大
洞
玉
鰹
注」
「
太
洞
玉
罷
訣」
「
太
洞
員
鰹」 。
『

上
清
道
類
事
相』．．
 

「
大
洞
玉
鰹
三
十
九
章
罷」
「
大
洞
玉
鰹
注」
「
大
洞
玉
網」
「
大
洞
玉

訣」
「

大
洞
玉
罷
三
十
九
章
網
注」
「
玉
罷」
「
太
洞
罷」 。
『
三
洞
珠
嚢』

：
「

大
洞
玉
罷
注」
「
大
洞
玉
鰹
三
十
九
章
経
注」
「
大
洞
玉
訣」
「
大
洞

玉
鰹
三
十
九
章
注」 。

類
書
所
載
の
『

大
洞
員
鰹』
條
の
文
は
「
繹一
二
十
九
章
鰹」
以
外
に

『
上
消
大
洞
員
紐』
の
【
玉
鰹】
【
後
祝
詞】
及
び
『

上
清
高
聖
太
上
大

道
君
洞
員
金
玄
八
景
玉
録』
（『
七
鍋』
巻
八
「
繹
太
上
大
道
君
洞
員
金

玄
八
景
玉
録」 、

巻一
0-
「
上
清
高
聖
太
上
玉
晨
大
道
君
紀」） 、

ま

た
『
七
銀』
巻一
0-
「
三
天
君
列
紀」 、
『
百
誹
内
名
紐』
か
ら
同
文

が
確
認
で
き
る 。

(

16
)

『
大
洞
員
鰹』
の
諸
本
に
つ
い
て
の
研
究
は 、
注
十
二
に
畢
げ
た
『
登

員
隠
訣』
の
記
事
に
華
づ
い
て
諸
本
が
大
本
と
小
本
の
ど
ち
ら
に
該
嘗



『
大
洞
員
罷』
の
賓
修
に
お
け
る
身
骰

す
る
か
を
判
別
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ 、
玉
注
に
つ
い
て
の
言
及

は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た 。
し
か
し
本
文
で
論
證
し
た
よ
う
に 、
六

世
紀
後
半
に
は
す
で
に
玉
注
が
組
み
込
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト

が
存
在
し
た

と
推
定
さ
れ
る 。
ま
た
『

上
消
大
洞
員
罷』
も
小
字
注
の
形
で
は
あ
る

が 、

玉
注
の一
部
を
含
ん
で
い
る 。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば 、
『

大

洞
員
経』
の
テ
キ
ス
ト

を
考
え
る
際
に
は 、
『

登
員
隠
訣』
で
い
う

大

本
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た
と
す
る
「
回
風
混
合
之
法」 、
「
三
十
九
章」

（
小
本） 、
「
玉
注」
を
『
大
洞
員
経』
の
構
成
要
素
と
し
て
扱
い 、
そ

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
様
々
な
テ
キ
ス
ト

が
作
ら
れ
た
可
能
性
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

「
繹
三
十
九
章
鰹」
が
基
い
て
い
た
『一二
十
九
章
鰹』
は 、
『
七
銀』

で
『

三
十
九
章
罷』
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
（
巻
七 、
巻
四
二）
を
集

め
れ
ば
再
構
成
で
き
る 。
〔
表
l〕

の
【
】
に
記
し
た
『

上
清
大
洞

員
罷』
の
構
成
要
素
を
使
っ
て
表
す
と 、
【
道
網
名】
【
存
員
章
名】
【
存

思
法
二】
【
玉
紐】
【
後
祝
詞】
【
天
上
内
昔・
地
上
内
昔】
【
玉
注】
と

い
う

要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る 。
『

上
消
大
洞
員
罷』
は 、
こ
の
よ
う
な

『
三
十
九
章
鰹』
と
同
じ
要
素
を
備
え
（
た
だ
し
【
玉
注】
は
小
字
注

の
形
で
再
編
集） 、
「
回
風
混
合
之
法」
の
一
部
を
【
存
思
法一
】
と

し
て
各
章
に
分
散
配
置
し 、
巻
末
に
「
徊
風
混
合
帝一
秘
訣」
を
付
し

た
構
成
を
と
る 。

(

17
)

逍
蔵
本
『

大
洞
玉
鰹』
は 、
韻
文
の
「
玉
罷」
部
分
は
文
昌
本
系
で

あ
り 、

注
は
「
繹
三
十
九
章
紐」
と
内
容
の一
致
を
み
せ
る 。
こ
の
注

は
明
の
襲
徳
同
の
跛
文
に
よ
れ
ば 、
元
代
の
道
士
と
思
わ
れ
る
趙
守
員

が
書
い
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
注
が
「
繹
三
十
九
章
鰹」
と一
致
す
る

こ
と
は
趙
守
員
が
「
繹
三
十
九
章
罷」
に
近
似
す
る
も
の
に
基
づ
い
て

注
を
作
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う 。
『

大
洞
玉
鰹』
巻
下
「
太

玄
員
人
呪
日」
の
注
「
員
人
姓
趙 、

韓
守
員 、

主
太
玄
清
明
宮 。」
襲

徳
同
跛
文「
乙
巳
(-
三
六
五）

歳
菊
月 、
有
國
子
助
数
豫
章
太
古
熊

麟 、
初
棄
官
學
道 、
究
党
大
洞
鰹
旨 、
由
旺
江
麻
姑
末
山
中 、
携
至
所

抄
大
洞
鰹
本 、
乃
有
昔
音
太
玄
趙
員
人
所
注
網
義 、
其
中
多
是
身
中
百

紳
名
字 、
所
主
所
居
宮
分
山
林
棲
豪
池
館 、
一
―
明
白」 。

(

18
)

道
蔵
輯
要
本
『
元
始
大
洞
玉
紐』
は
康
煕
年
間
に
紫
虚
元
君
（
魏
華

存）
を
再
降
臨
さ
せ
「
玉
罷」
に
新
た
な
注
繹
を
加
え
た
も
の
で
あ

る 。
そ
の
中
で
「
甕
二
十
九
章
鰹」
の
内
容
は
各
道
紐
の
道
君
の
言
葉

と
し
てi
載
せ
ら
れ
て
い
る 。
一
例
を
攀
げ
る
と 、
『
元
始
大
洞
玉
罷』

高
上
元
皇
君
道
鰹
第一
に
は
「
又
高
上
虚
君
有
曰 、
衆
風
胤
玄 、
人
鼻

之
柔
也」
と
あ
る
が 、
こ
れ
は
〔
表
I〕

の
「
繹
三
十
九
章
紐」
の
④

と一
致
す
る 。

(

19
)

『
太
上
三
天
正
法
経』
「
太
上
告
後
聖
日 、
凡
受一二
天
正
法 、
常
為―――

天
立
妓
佐
時 、
除
凶 、
使
正
道
演
明 、
六
天
珍
減
也 。
．．．

 瞑
目
内
思
己

身
吐
煕 、
煕
化
為
火
光
精
流 、
党
天
鬱
冥 、
焚
燒
四
方
天
下 、
山
林
草

木
土
地 、
憲
司
人
民 、
悉
令
蕩
壷 、
党
天
冥
然 、
無
復
子
遺 、
洞
達
無

涯 、
火
柔
都
消 、
消
柔
鬱
勃 、
上
則
無
天 、
下
則
無
地 、
率
天
以
下 、

莫
不
節
宗
於
虚
無 。
金
門
玉
閥 、
痩
宮
紫
殿
羅
列 、
及
己
身
倶
在
空
虚

之
中
清
柔
之
内」 。、

、

(

20
)

天
門
の
例
：
「
易
有
者 、
九
天
之
上 、
西
北
之
門
名
也」
（
第一
章） 、

四
〇



「
玉
門・
蘭
室 、
拉
是
上
清
宮
中
門
戸
名
也」
（
第
十
二
章） 、
「
四
明

者 、

上
清
玉―
帝
之
南
門
也」
（
第
十
四
章） 。

太
陽
の
名
前
の
例
：
「
九

、
、
、

、
、
、

天
員
人
呼
日
以
濯
耀
羅 。
――一
天
員
人
呼
日
為
圃
光
蔚」
（
第一二
章） 、

、
、

、
、

、
、

「
太
極
員
人
呼
日
為
圃
明」
（
第
十
六
章） 。
「
東
華
員
人
呼
日

為紫
曜

野。
或
日
圃
珠」
（
第
三
十
四
章）
な
ど 。
（
傍
貼
は
経
文
の
言
葉）

(

21
)

こ
れ
ら一
云岬
に
つ
い
て
は
『
大
洞
玉
網』
第
三
十
九
章
の
趙
守
員
の

注
に
「
震
時
者 、
中
央
玄一
老
子
之
字
也 。
牢
張
上 、
三
素
老
君
名
也 。

肺
宗 、
中
央
司
命
丈
人
名
也」
と
あ
る
こ
と
か
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十

七
章 、
第
三
十
六
章 、
第
六
章
の
存
思
法
で
い
う
玄一
老
子 、
三
素
老

君 、
司
命
丈
人
と
讀
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
が 、
詳
し
い
考
證

は
紙
面
の
制
限
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 。
賓
際 、
こ
れ
ら
の
例

で
み
る
よ
う
に 、
【
玉
経】
と
【
況
文】
の
中
で
恒
内
稗
の
名
字
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
ば
が
【
存
思
法】
の
名・
字・
別
名
と一
致
し
な
い
も

の
も
相
嘗
存
在
し 、
稗
々
の
別
名
は
【
存
思
法】
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
に
限
ら
な
い 。
そ
れ
に
は
版
本
の
文
字
の
異
同
か 、
韻
と
字
敷
を
合

わ
せ
る
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
愛
更
か 、
恐
ら
く
色
々
な
理
由
が
あ
る

で
あ
ろ
う 。
こ
れ
ら
の
言
葉
が
紳
名
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
の
は 、
注

記
や
師
匠
の
口
訣
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が 、
こ
れ
ら
注
記
は
様
々
な
上

清
経
の
讀
誦
を
積
み
重
ね 、
さ
ら
に
『
大
洞
員
経』
の
讀
誦
を
繰
り
返

し
て
得
ら
れ
る
結
果
と
い
え
る 。

三
紳
の
中 、
「
理
稗
宗」
だ
け
を
取
り

上
げ
て
第
六
章
の
中
央
司
命

丈
人
と
比
べ
て
み
れ
ば 、
司
命
の
名
は
理
聰
訓 、
字
は
玄
度
卿
（
第
六

章
【
存
思
法】）
そ
の
別
名
は
胴
郷 、
或
い
は
神
震
華
で
あ
り

（『
七

『
大
洞
員
経』
の
賓
修
に
お
け
る
身
餞

四

緩』
巻
三
0) 、
理
紳
宗
と一
致
す
る
も
の
は
な
い 。
し
か
し 、
『
上
清

大
洞
員
経』
の
経
文
の
中
で
司
命
紳
と
理
稗
宗
と
が
閥
連
す
る
語
句
を

探
す
と 、
「
太一
把
籍 、
司
命
理
紳」
（
第
三
十
六
章
【
後
祝
詞
一
】）

が
あ
り 、
ま
た
「
丈
人
琥

11」
（
第
三
十
七
章
【
後
祝
詞
二】）
と
あ

る 。
「
司
命
は
稗
を
理
む」
と
い
う

語
句
か
ら 、
理
紳
宗
は
「
紳
々
を

理
め
る
宗
主」
と
い
う
意
味
の
司
命
紳
の
別
名
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う 。




